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が
い
る
模
様
で
あ
る
。
星
野
少
佐
は
脱
出
の
交

渉
を
す
る
た
め
伝
令
に
山
崎
君
と
私
を
連
れ
、

相
手
の
司
令
部
へ
。
八
路
軍
で
、
約
四
万
の
兵

力
で
あ
る
。
決
裂
す
れ
ば
私
達
は
即
死
で
あ
ろ

う
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
の
恐
怖
心
は
不
思

議
に
湧
か
な
か
っ
た
。	

（
つ
づ
く
）

余
田
和
雄
様
の
訃
報

久
保
田
恵
一
（
4

−

3
歩
兵
・
勲
長
男
）

　

永
年
近
畿
五
九
期
生
会
の
中
心
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
た
余
田
和
雄
様
（
2

−

2
航
戰
）
が

こ
の
6
月
28
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
世
が
『
近
畿
五
九
懇
親
会
』
に
初
参
加
し

た
の
は
、
平
成
26
年
か
ら
で
し
た
が
余
田
様
の

ご
指
導
の
下
、
二
世
会
が
編
成
さ
れ
平
成
29
年

に
は
会
の
運
営
が
、
す
べ
て
二
世
会
に
移
行
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
顧
問
と
し
て
運
営
へ
の

指
導
と
助
言
を
さ
れ
令
和
元
年
ま
で
毎
年
五
九

期
生
と
御
婦
人
方
と
二
世
が
集
ま
る
楽
し
い
会

を
催
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
令
和
2
年
の
コ
ロ
ナ
禍
と
正
会

員
の
超
高
齢
化
で
、
懇
親
会
は
消
滅
と
な
り
ま

し
た
が
そ
の
後
余
田
様
と
は
共
に
毎
年
近
畿
偕

行
会
総
会
に
参
加
し
た
、
た
だ
一
人
の
陸
士
出

身
者
で
あ
り
大
先
輩
と
し
て
の
貫
禄
を
目
の
当

た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
総
会
に
参
加

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
気
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
の
訃
報
に
時
代
の
流
れ
を
感
じ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
防
衛
協
会
記
念
講
演
会
に
参
加
し
て

久
保
田
恵
一
（
前
掲
）

　

本
年
6
月
8
日
、
大
阪
防
衛
協
会
事
務
局
の

河
田
稔
氏
の
お
誘
い
で
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
の
総
会
後
の
記
念
行
事
・
懇
親

会
に
参
加
し
、
髭
の
隊
長
こ
と
前
参
議
院
議
員

佐
藤
正
久
氏
の
講
演
『
激
動
の
世
界
情
勢
と
、

日
本
の
防
衛
策
』
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

中
国
の
防
衛
費
は
日
本
の
約
5
倍
で
、
年
々

増
加
し
て
い
て
共
産
党
軍
事
委
員
会
の
中
で
台

湾
侵
攻
に
懐
疑
的
な
ト
ッ
プ
二
人
が
粛
清
さ
れ

台
湾
近
郊
の
軍
事
演
習
も
活
発
化
し
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
の
対
立
に
よ
る
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
の
封
鎖
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
中
国
大
陸
か
ら
視
た

東
ア
ジ
ア
地
勢
図
で
は
正
し
く
日
本
列
島
か

ら
、
台
湾
・
フ
イ
リ
ピ
ン
が
中
国
を
囲
む
太
平

洋
の
壁
に
な
っ
て
い
る
の
が
解
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
日
本
は
一
刻
も
早

く
足
元
（
憲
法
）
を
固
め
、「
自
ら
の
国
を
自

ら
守
る
」
体
制
構
築
が
急
務
で
、
3
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
《
①
防
衛
体
制
の
強
化
〜
宇
宙
・
サ
イ

バ
ー
・
電
磁
波
等
々
②
日
米
同
盟
の
抑
止
力
・

対
処
力
強
化
③
同
志
国
と
の
連
携
強
化
》
が
必

要
だ
と
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
は
懇
親
会
が
あ
り
佐
藤
正
久
氏
、

制
服
自
衛
官
を
含
め
自
衛
隊
を
応
援
す
る
多
く

の
方
々
と
親
交
を
深
め
て
参
り
ま
し
た
。

六
十
期（
士
60
期

軍
6
期

経
9
期

）担
当
者

北
野　

達
也

六
十
期
元
代
表
　
田
中
正
和
君
を
偲
ぶ

世
話
人
会　

総
務　

甲
斐
啓
一

　

昭
和
47
年
、
代
表
幹
事
交
替
制
に
よ
る
新
体

制
確
立
か
ら
平
成
26
年
幕
引
き
ま
で
の
同
期
生

活
動
最
盛
期
、
田
中
君
は
、
平
成
16
年
に
代
表

幹
事
に
就
任
し
ま
し
た
。「
入
校
60
周
年　

振

武
台
の
集
い
（
3
5
3
名
参
加
）」
で
は
、
ミ

ニ
入
校
式
の
寸
劇
を
上
演
し
好
評
を
博
し
ま
し

た
。「
み
ち
の
く
の
恵
み
を
楽
し
む
秋
田
全
国
総

会
（
4
7
3
名
参
加
）」
で
は
、
秋
田
の
民
謡

と
踊
り
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
、
最
後
は
秋
田
民

謡
を
皆
で
歌
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
、
同
期
生
会
は
、
親
睦
を
目
的
と

し
て
世
話
人
会
が
運
営
に
当
た
る
ゆ
る
や
か
な

組
織
に
改
編
さ
れ
ま
し
た
。
同
期
生
が
90
歳
代

に
入
る
と
、
死
亡
や
健
康
不
全
が
増
え
、
田
中
、

川
島
、
甲
斐
に
北
野
2
世
、
杉
2
世
が
新
た
に

助
力
す
る
5
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
田
中

代
表
幹
事
は
労
を
厭
わ
ぬ
貢
献
で
、
常
幹
世
話

人
会
の
敬
仰
の
的
で
し
た
。

　

好
事
魔
、
令
和
5
年
2
月
、
自
動
車
事
故
に

よ
り
、
気
力
体
力
が
低
下
し
て
歩
行
も
難
し
く

な
り
、代
表
を
辞
任
し
ま
し
た
。八
王
子
の
ホ
ー

ム
に
入
居
し
て
3
年
余
り
が
過
ぎ
た
令
和
8
年

5
月
、
点
滴
で
命
を
つ
な
ぐ
状
態
で
厳
し
い
と

の
報
せ
が
ご
長
男
に
入
り
、
同
月
23
日
、
同
行

し
て
お
見
舞
、
25
日
に
は
奇
跡
的
に
満
99
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
が
、
翌
26
日
夜
、
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　

六
十
期
の
巨
星
墜
つ
、
嗚
呼
、
輝
か
し
い
貢

献
、
何
人
も
大
事
に
す
る
交
友
に
、
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。	

合
掌

令
和
8
年
7
月
盆

　

陸
士
六
十
期
世
話
人
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一

人
、田
中
正
和
様
が
先
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
田
中
様
に
最
初
に
お
目
に
か
か
っ
た
の

は
、
確
か
十
年
程
前
に
開
催
さ
れ
た
「
多
摩

六
十
期
会
」
の
会
合
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
当
時
、
介
護
型
病
院
に
入
院
し
て
い
た

父
の
代
わ
り
に
参
加
し
た
の
で
す
が
、
十
数
名

の
出
席
者
の
方
の
中
で
も
、
田
中
様
の
印
象
は

最
も
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
声
が
大

き
く
よ
く
話
さ
れ
る
、
お
酒
を
召
さ
れ
、
肉
料

理
を
ぺ
ろ
り
と
平
ら
げ
る
…
や
は
り
戦
争
を
経

験
さ
れ
た
方
は
迫
力
が
違
う
と
痛
感
し
た
こ
と

を
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の

後
も
数
回
親
し
く
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
他
界
さ
れ
た
と
聞
い
て
残
念
で
堪
り

ま
せ
ん
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

担
当
：
杉　

正
治
（
陸
士
六
十
期
二
世
会
）

令
和
8
年
度

　茨
城
偕
行
会
総
会

事
務
局
長　

佐
々
木　

克
徳　

陸
自
71
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茨
城
偕
行
会
は
、
6
月
19
日
（
金
）「
茨
城

県
護
国
神
社
」
に
お
い
て
令
和
8
年
度
総
会
を

開
催
し
た
。
本
年
度
の
総
会
参
加
者
は
、
来
賓

5
名
、
会
員
14
名
の
合
計
19
名
と
な
っ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
護
国
神
社
本
殿
に
昇
殿
、

正
式
参
拝
を
行
っ
た
。
参
拝
後
に
は
林
竜
司
宮

司
よ
り
御
礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
全
員
気
持
ち
を

新
た
に
総
会
会
場
の
参
集
殿
に
移
動
し
た
。

　

10
：
30
大
田
保
重
副
会
長
（
陸
自
71
）
の
司

会
で
総
会
を
開
始
し
た
。
国
歌
斉
唱
、
戦
没
英

霊
・
殉
職
自
衛
官
・
昨
年
の
逝
去
会
員
に
対
し

黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
山
根
峯
治
会
長
（
陸
自

70
）
の
挨
拶
に
引
き
続
い
て
、
来
賓
の
長
島
修

照
茨
城
県
隊
友
会
会
長
、
小
原
大
森
英
霊
に
こ

た
え
る
会
会
長
、
高
橋
正
尚
後
方
支
援
学
校
武

器
科
部
総
務
課
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
。

　

議
事
は
、
議
長
を
山
根
会
長
、
説
明
を
佐
々

木
事
務
局
長
が
務
め
、令
和
7
年
度
事
業
報
告・

収
支
決
算
（
1
、
2
号
）、
令
和
8
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
（
案
）（
3
、
4
号
）
の
全

て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　

第
2
部
の
記
念
講
演
は
、
11
：
15
よ
り
茨
城

地
方
協
力
本
部
長
の
大
谷
雅
之
1
等
陸
佐
に
よ

る
演
題
「
防
衛
力
の
改
革
の
方
向
性
」
を
拝
聴

し
た
。日
本
を
巡
る
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
下
、

防
衛
省
が
鋭
意
検
討
を
進
め
て
い
る
防
衛
力
整

備
の
状
況
に
つ
い
て
多
く
の
画
像
を
も
と
に
わ

か
り
や
す
く
紹
介
・
説
明
が
な
さ
れ
た
。
会
員

一
同
、
平
素
よ
り
関
心
の
強
い
内
容
に
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

12
：
30
か
ら
の
懇
親
会
は
、
河
野
廣
行
副
会

長
（
陸
自
74
）
の
司
会
で
開
始
さ
れ
た
。
初
め

に
大
高
哲
男
名
誉
会
長
（
陸
自
66
）
よ
り
映
画

「
ペ
リ
リ
ュ
ー
・
楽
園
の
ゲ
ル
ニ
カ
」
の
モ
デ

ル
と
な
っ
た
歩
兵
第
2
聯
隊
（
水
戸
の
郷
土
連

隊
）
の
関
係
史
料
展
示
会
の
開
催
に
つ
い
て
紹

介
が
な
さ
れ
た
後
、
小
野
一
也
施
設
学
校
副
校

長
に
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
懇
親
会
食
へ
と
移
行

し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
司
会
の
指
示
に
従
っ
て
参
加

会
員
の
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
等
が
行
わ
れ
た

後
、
記
念
講
演
内
容
や
部
隊
の
現
況
等
に
つ
い

て
の
質
疑
応
答
が
活
発
に
な
さ
れ
る
な
ど
、
情

報
・
意
見
交
換
に
会
場
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
中
、
所
定
の
時
間
と
な
り
、
す
べ
て
の
行
事

が
無
事
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

参
加
者
一
同
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
終
戦

記
念
祭
、
茨
城
県
特
攻
戦
没
者
慰
霊
祭
等
で
の

再
会
を
約
し
て
、
会
場
を
後
に
し
た
。

　

前
出
以
外
の
出
席
者
（
敬
称
略
）

小
森
重
信
（
陸
自
65
）、小
林
眞
臣
（
陸
自
66
）、

吉
岡
昭
彦
（
陸
自
86
）、
坪
沼
浩
（
陸
自
01
）、

齋
藤
勝
彦
（
陸
事
務
官
）、
齋
藤
英
夫
（
陸
事

務
官
）、永
井
勇
（
賛
助
）、小
川
直
也
（
賛
助
）、

岡
野
安
治
（
賛
助
）

青
森
県
偕
行
会

「
第
4
回
弘
前
忠
霊
塔
例
大
祭
」等

  

に
協
力

会
長　

稲
村
孝
司　

陸
自
75

　

7
月
26
日
「
第
4
回
弘
前
忠
霊
塔
例
大
祭
」

が
行
わ
れ
た
。
遺
族
会
や
県
偕
行
会
、
県
隊
友

会
、
弘
前
駐
屯
地
な
ど
の
関
係
者
や
国
会
議
員

秘
書
、
県
議
ら
約
60
人
が
参
列
し
、
戦
没
者
を

供
養
す
る
と
と
も
に
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

県
偕
行
会
は
、
例
大
祭
へ
の
協
力
は
勿
論
、

前
日
の
同
塔
周
辺
の
草
刈
り
清
掃
奉
仕
に
も
現

役
自
衛
官
70
名
の
支
援
を
得
て
協
力
し
た
。
同

草
刈
り
清
掃
奉
仕
は
一
昨
年
か
ら
は
例
大
祭
前

日
に
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
草
刈
り
清
掃

が
終
わ
っ
た
会
場
で
は
、
テ
ン
ト
張
り
等
の
例

大
祭
準
備
に
も
汗
を
流
し
た
。
テ
ン
ト
は
昨
年

ま
で
は
学
校
で
の
運
動
会
等
で
使
わ
れ
て
い
る

鉄
パ
イ
プ
の
八
本
支
柱
の
重
い
も
の
だ
っ
た

が
、「
忠
霊
塔
を
守
る
会
」
で
新
た
に
高
齢
役

員
で
も
立
て
ら
れ
る
テ
ン
ト
を
購
入
し
、
作
業

は
容
易
に
な
っ
た
。
テ
ン
ト
張
り
の
後
に
は
、

来
賓
者
用
の
椅
子
、
一
般
参
列
者
用
の
パ
イ
プ

椅
子
を
並
べ
、
忠
霊
塔
本
堂
で
の
慰
霊
行
事
の

中
心
と
な
る
、
弘
前
市
を
代
表
す
る
長
勝
寺
、

本
行
寺
、
海
蔵
寺
及
び
盛
雲
院
の
四
住
職
に
よ

る
読
経
の
準
備
を
行
っ
た
。

　

例
大
祭
は
、
梅
雨
空
の
下
、
午
前
9
時
か
ら

準
備
に
取
り
掛
か
り
、
午
前
11
時
か
ら
の
国
歌

斉
唱
に
始
ま
り
、
慰
霊
行
事
と
し
て
四
住
職
の

読
経
に
よ
り
戦
没
者
の
慰
霊
が
行
わ
れ
た
。
読

経
の
間
、
参
列
者
は
本
堂
で
順
次
焼
香
を
行
っ

た
。
引
き
続
き
、
例
大
祭
式
典
に
入
り
、
須
藤

忠
霊
塔
を
守
る
会
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
と
し
て

弘
前
市
長
代
理
、木
村
次
郎
衆
議
院
議
員
代
理
、

茨城地方協力本部長 大谷雅之 1 等陸佐による講演
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